
 

                 

防錆剤の構造決定                                 ASM019                                           

[概要] 

使用している防錆剤含有の酸洗浄液(現行品)と同等の効果が期待できる酸洗浄液を新規の防錆剤を用いて調製する 

ことが目的。市販の酸洗浄液数種類と現行品について電気化学試験を行い、現行品と同等の効果があった市販品を調べ

た。その市販品に含有している防錆剤について、核磁気共鳴分光分析(以下、NMR と略記)、質量分析(以下、MS と略記) 

および元素分析による構造解析を行った。 

化学構造が判明した防錆剤と鉄イオンとの反応機構を調べ、腐食抑制機構を明らかにした。 

[特徴]                    [分析手順]  

 

    

 

 

[分析結果] FAB-MS、元素分析(CHNO)、NMR  
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手順 
定温劣化時間の計算式 

機器分析によるスペクトル解析を中心に、それぞれの特徴を 

生かして、整合性をとった総合解析 

 

・機器分析の特徴を生かしたスペクトル解析 

・分子軌道法による錯体の安定構造 

・分析だけでなく製品の使用効果評価 

 

防錆剤の FAB-MS(負イオンモード) 

防錆剤の FAB-MS(正イオンモード) 

分子量 192 

分子量 192 

表．防錆剤の元素分析結果 

防錆剤の 1H,13C および 2次元 NMR 
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